
　
例
年
、
好
評
の
当
協
会
の
初
心

者
講
座
を
、
本
年
度
も
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
、
七
月
三
十
一
日

（
水
）
ま
で
に
、
文
化
会
館
窓
口

に
て
配
布
の
申
込
用
紙
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
当
日
消

印
有
効
）

　
費
用
は
原
則
無
料
で
す
が
、
講

座
に
よ
っ
て
材
料
費
な
ど
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
定
員
の
あ
る
講
座
は
、
先
着

順
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
申
込
人

数
の
少
な
い
講
座
は
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
講
座
に
よ
り
日
程
・
回
数
・
費

用
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
飛
騨
の
民
踊
を
は
じ
め
、
全
国

の
民
踊
及
び
新
民
踊
、
舞
踊
等
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◆
日
程
　
九
月
～
十
二
月
（
木

　
　
　
　
曜
・
八
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師
　
中
田
豊
飛
真（
豊
飛
会
）

　
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
新
体
詩

な
ど
の
、
古
今
の
名
詩
を
吟
詠
し

ま
す
。
腹
か
ら
声
を
出
し
て
吟
詠

す
る
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
・

健
康
に
良
く
、
人
生
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
詩
吟
を
、
初
心
者
向
け

に
や
さ
し
く
勉
強
す
る
講
座
で

す
。

◆
日
程
　
十
月
～
十
一
月
（
金

　
　
　
　
曜
・
五
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師
　
北
野
龍
興
、
石
曽
根
龍

　
　
　
　
信（
暁
友
会
飛
騨
本
部
）

　
高
山
の
祝
唄
「
め
で
た
」
を
学

び
ま
す
。
前
唄
、
本
唄
、
返
し
、

納
め
ま
で
、
全
て
歌
え
る
よ
う
目

指
し
ま
す
。
他
に
大
津
絵
（
ひ
だ

節
）
、
東
海
道
宿
続
き
、
高
山
の

橋
づ
く
し
な
ど
も
学
び
ま
す
。

◆
日
程
　
十
月
～
十
一
月
（
土

　
　
　
　
曜
・
三
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師
　
中
村
重
信
（
高
山
音
頭

　
　
　
　
会
）

　
木
版
画
に
よ
る
多
色
刷
り
を
、

楽
し
く
学
び
ま
す
。
講
習
終
了
後

も
版
画
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
指

導
し
ま
す
。

◆
費
用
　
千
円
程
度
（
材
料
費
）

◆
日
程
　
八
月
～
十
月
（
火
曜
ま

　
　
　
　
た
は
水
曜
・
五
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

◆
そ
の
他
　
版
画
刀
は
ご
持
参
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。

◆
講
師
　
大
門
孝
蔵
（
木
版
塾
）

　
飛
騨
地
方
に
は
多
く
の
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
先
史
か
ら
古
代
以
降

の
特
徴
的
な
遺
跡
を
紹
介
し
、
考

古
学
的
な
資
料
か
ら
、
飛
騨
の
各

地
域
の
歴
史
を
少
し
探
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
程
　
十
月
（
日
曜
・
三
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九

　
　
　
　
時

◆
定
員
　
三
十
名
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
吉
朝
則
富 

他
（
飛
騨

　
　
　
　
考
古
学
会
）

　
初
心
者
に
俳
句
の
道
に
入
る
手

ほ
ど
き
を
し
ま
す
。

◆
費
用
　
三
千
円
程
度
（
俳
句
歳

　
　
　
　
時
記
購
入
費
用
）

◆
日
程
　
九
月
～
十
月
（
水
曜
・

　
　
　
　
三
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

◆
定
員
　
三
十
名
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
小
鳥
幸
男
（
飛
騨
俳
句

　
　
　
　
会
）

　
日
本
舞
踊
の
楽
し
さ
、
そ
し
て

体
の
表
現
を
通
し
日
本
の
文
化
の

奥
深
さ
を
判
り
易
く
解
説
し
ま

す
。

◆
日
程
　
十
月
六
日
（
日
）

◆
時
間
　
午
後
二
時
～
四
時

◆
講
師
　
谷
口
裕
和
（
日
本
舞
踊 

　
　
　
　
菁
風
会
）

　
発
声
、
感
情
開
放
な
ど
、
ゲ
ー

ム
形
式
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
参
加

し
や
す
い
内
容
で
す
。
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
を
発
散
で
き
ス
ッ
キ
リ
す

る
と
評
判
で
す
。

◆
日
程
　
九
月
～
一
月
（
五
回
程

　
　
　
　
度
）

◆
時
間
　
平
日
夜
間
、
土
日
昼
間

◆
講
師
　
中
田
裕
一
（
劇
団 

太

　
　
　
　
陽
）

　
お
手
元
に
眠
っ
て
い
る
三
味
線

で
、
地
元
の
民
謡
三
味
線
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
音
の
世
界
は

人
生
を
明
る
く
し
、
日
々
の
生
活

に
潤
い
が
出
ま
す
。
ど
な
た
に
も

わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

◆
日
程
　
八
月
～
十
月
（
水
曜
・

　
　
　
　
八
回
）

◆
時
間
　
午
後
七
時
～
八
時

◆
そ
の
他
　
貸
し
出
し
用
三
味
線
も

　
　
　
　
あ
り
ま
す

◆
講
師
　
徳
山
藤
泉
（
現
代
津
軽

　
　
　
　
三
味
線 

徳
山
流
）

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
日
本
板
画
院
東
海
支
部
高
山
展
を
開
催
し
ま
す
。今
回

は
、会
員
会
友
十
九
名
の
作
品
の
ほ
か
、新
た
な
入
選
者
や
北
陸
支
部
か
ら
招
い
た

作
家
の
作
品
、お
よ
び
市
民
参
加
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
品
作
を
合
わ

せ
て
展
示
し
ま
す
。約
六
十
点
。

◇
日
時
　
七
月
十
二
日（
金
）～
十
四
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時（
最
終
日
は
四
時
ま
で
）

◇
場
所
　
文
化
会
館
四
階
大
会
議
室

［
翔
山
会
　
素
謡
会
］

◇
日
時
　
七
月
十
四
日
（
日
） 

　
　
　
　
正
午
～

◇
場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
無
料

民
踊
・
舞
踊
初
心
者
講
座

楽
し
い
詩
吟

高
山
の
祝
唄「
め
で
た
」

飛
騨
の
遺
跡
を
知
る

俳
句
入
門

飛
騨
民
謡
三
味
線

谷
口
裕
和 

日
本
舞
踊
入
門
講
座

演
劇
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

木
版
画
多
色
刷
り
講
座

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

第
三
回 

日
本
板
画
院
東
海
支
部
高
山
展
開
催

初
心
者
講
座
の
ご
案
内

平
成
二
十
五
年
度



「
岡
目
一
目
」

　ま
た
暑
い
夏
が
来
た
。
暑
い

と
い
っ
て
も
名
古
屋
や
岐
阜
と

比
べ
る
と
、
高
山
は
極
楽
と
言

っ
て
も
い
い
。
あ
ち
ら
は
た
だ

暑
い
だ
け
で
な
く
不
快
指
数
が

高
い
。
湿
度
の
高
い
澱
ん
だ
空

気
が
肌
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
、

実
に
気
持
ち
が
悪
い
。

　高
山
で
は
、
夏
の
子
供
の
頃

の
宮
川
で
の
「
水
あ
べ
」
が
懐

か
し
い
。清
々
し
い
水
の
中
で
、

水
中
眼
鏡
越
し
に
見
る
魚
の
動

き
は
、
も
う
少
年
た
ち
の
め
く

る
め
く
夢
の
世
界
だ
っ
た
。

　清
々
し
い
水
は
、
そ
の
分
水

温
が
低
い
。
ヤ
ス
を
持
っ
て
魚

を
追
い
回
し
て
い
る
内
に
、
唇

が
紫
色
に
な
る
く
ら
い
に
体
が

冷
え
る
。
赤
岩
あ
た
り
に
は
、

そ
の
名
の
通
り
の
岩
が
露
出
し

て
い
て
、
こ
れ
が
太
陽
で
熱
せ

ら
れ
て
「
ぬ
く
と
い
」。

　ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
ウ
ミ
イ

グ
ア
ナ
の
よ
う
に
、
少
年
達
は

並
ん
で
体
を
ぺ
た
っ
と
岩
に
張

り
付
け
る
。
表
と
裏
を
十
分
ぬ

く
と
め
て
か
ら
、
ま
た
潜
る
。

楽
し
か
っ
た
な
あ
。
あ
の
楽
し

さ
は
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
と
は
全

然
違
う
。
安
全
に
注
意
し
て
、

子
供
た
ち
に
夏
を
楽
し
ま
せ
て

や
り
た
い
。

　こ
の
夏
は
、
ま
た
選
挙
で
日

本
中
一
層
暑
く
な
る
。

　
　
　
　
　〈ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉


